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表 3．教職に関する科目 

免許法施行規則に定める科目区分 

左記に対応する開設授業科目 

授業科目名 
単位数 備考 

必修 選択 中一種免 高一種免 

教職論 2 必修科目 

教育の基礎理論に関する科目 

教育基礎論 2 

必修科目 教育の心理学 2 

教育社会学 2 

教育課程及び指導法に関する科目 

カリキュラム論 2 必修科目 

中等教科教育法Ⅰ（数学） 2 

該当教科の指導法

を 4 単位以上選択

必修 

該当教科の指導

法を 2単位以上選

択必修 

中等教科教育法Ⅱ（数学） 2 

中等教科教育法Ⅲ（数学） 2 

中等教科教育法Ⅳ（数学） 2 

中等教科教育法Ⅰ（理科） 2 

中等教科教育法Ⅱ（理科） 2 

中等教科教育法Ⅲ（理科） 2 

中等教科教育法Ⅳ（理科） 2 

中等教科教育法Ⅰ（情報） 2 

中等教科教育法Ⅱ（情報） 2 

道徳教育の理論と方法 2 必修科目 （※1） 

特別活動論 2 必修科目 

教育方法論 2 必修科目 

生徒指導，教育相談及び進路指導

等に関する科目 

生徒・進路指導論 2 必修科目 

教育相談の理論と方法 2 必修科目 

教育実習 

教育実習事前事後指導 1 必修科目 

教育実習 A 2 必修科目 

教育実習 B 2 必修科目 

教職実践演習 教職実践演習（中・高） 2  必修科目（※2） 

（※1）「道徳教育の理論と方法」（2単位）は，高等学校教諭一種免許状では，表1－2の「教職に関する科目」ならびに「教科に関

する科目」の必要単位数には算入されないが，「教職に関する科目」と「教科に関する科目」の合計必要単位数 59 単位には算入

される。 

（※2）教職実践演習（中・高）を履修するためには，所属 EP の「卒業研究」，あるいは相当科目を履修している事が必要である。 

3－2 高等学校教諭一種（数学，理科）免許状取得のための履修条件 

(1) 高等学校教諭一種（数学・理科）の免許状を取得する場合，基本的には 3－1 の履修条件にしたがうが，教育職員免許法

第5条別表第1備考第9号により，当分の間，3－1の表3「教職に関する科目」についての 11単位までは，当該免許状に

係る「教科に関する科目」の同数の単位の修得をもって，これに替えることができる。つまり，所属する学科の当該免許状に

係る「教科に関する科目」と，(2)に記す「教職に関する科目」14 単位を合わせて 59 単位以上を取得すればよい。

(2) (1)に記した，「教職に関する科目」についての 11 単位までを当該免許状に係る「教科に関する科目」の同数単位で替える

場合には，「教職に関する科目」のうち，下記科目の計 14 単位を取得すること。（必修・選択の別は無視してよい。）

「教育の基礎理論に関する科目」（4 単位），「教育課程及び指導法に関する科目」（4 単位）， 

「生徒指導，教育相談及び進路指導等に関する科目」（2 単位），「教育実習Ａ」（2 単位），及び 

「教職実践演習」（2 単位） 

「道徳教育の理論と方法」はこの14単位に含めることは出来ないので注意すること。「教育実習A」は「教育実習事前事後指

導」（1 単位）とペアで行うので，14 単位以外に「教育実習事前事後指導」を必ず履修すること。 

(3) (1)に記した，「教職に関する科目」についての 11 単位までを当該免許状に係る「教科に関する科目」の同数単位で替える

場合，「教育実習A」（4年次）を受講するには，3年次の終わりまでに「教育実習A」と「教職実践演習」を除くすべての「教職

に関する科目」の必要単位数10単位を取得し，加えて，「教科に関する科目」20単位を取得しておくこと。理工学部教職課

程運営委員会が適当と認めた者のみが「教育実習 A」を受講できる。
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